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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用客が現金としての硬貨を投入する硬貨投入口と、硬貨投入口から投入した現金を鑑
別したり現金の金額を計数したりする硬貨鑑別計数部と、硬貨鑑別計数部で計数した現金
を金種別に収納する複数の硬貨収納部と、硬貨収納部から所定の釣銭をカウントして取り
出す釣銭取り出し手段と、釣銭取り出し手段で取り出された釣銭が放出される硬貨放出口
と、売上金を回収するとき硬貨収納部に収納した現金を収集する収集部とを具備する自動
販売機の現金処理システムにおいて、硬貨投入口とは別に任意の金種の硬貨を釣銭準備金
として補給する釣銭補給部を設けると共にエラー準備金回収皿を具備し、硬貨投入口から
の入金時には、硬貨鑑別計数部で不良と判別された硬貨が硬貨放出口から放出されるよう
にし、釣銭準備金補給時には、硬貨投入口から硬貨を投入できないようにすると共に釣銭
補給部から補給された釣銭準備金が上記硬貨鑑別計数部にて計数されるようにし、且つ硬
貨鑑別計数部で不良と判別された硬貨がエラー準備金回収皿に回収されるようにしたこと
を特徴とする自動販売機の現金処理システム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、自動券売機、自動精算機、自動商品販売機等の自動販売機における現金の処
理システムに関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
　従来の自動券売機の現金処理システムは例えば図４に示すように構成されていた。この
図４に示す現金処理システムは硬貨の処理システムである。利用客が硬貨投入口１ａから
硬貨を投入するようになっており、硬貨投入口１ａから投入した硬貨が硬貨鑑別計数部２
ａに送られて硬貨が鑑別されると共に投入した金額が計数されるようになっている。この
例の場合、硬貨投入口１ａは複数枚の硬貨が一括投入できるようになっている。硬貨鑑別
計数部２ａは硬貨を貯留する繰り出しホッパー３と硬貨を送り出すディスク４と金種を判
別する電子検銭部５とで構成されており、硬貨鑑別計数部２ａで硬貨投入口１ａから投入
された硬貨の金額を認識したり、硬貨の正誤を判定したりできるようになっている。硬貨
鑑別計数部２ａで不良と判別された硬貨は放出経路９ａを経て放出口に放出されて除去さ
れるようになっている。
【０００３】
　硬貨鑑別計数部２ａで金額が計数されると共に不良硬貨が除去された硬貨は金種別に選
別部６で選別され、硬貨を金種別に収納する各硬貨収納部７ａに収納されるようになって
いる。選別部６は硬貨を外径により選別して５０円硬貨、１００円硬貨、１０円硬貨、５
００円硬貨と振り分けるダイヤセレクターと称されるものである。硬貨収納部７ａには５
０円硬貨収納部７ａ1、１００円硬貨収納部７ａ2、１０円硬貨収納部７ａ3、５００円硬
貨収納部７ａ4等がある。また各硬貨収納部７ａには硬貨をカウントして送り出すディス
ク８を配置してある。釣銭はディスク８でカウントして各硬貨収納部７ａから取り出され
、コンベアべルト１０にて放出経路９ｂを経て放出口に放出されている。
【０００４】
　また売上金を回収するときは各硬貨収納部７ａのディスク８が駆動されてディストリビ
ュータ１３を介して各金種別の硬貨金庫１１ａに回収されるようになっており、各硬貨金
庫１１ａを取り出して売上金を取り出すようになっている。また自動券売機の販売継続時
間に比例して内部の硬貨収納部７ａに貯留している釣銭金額が減少するが、これを補うた
めに釣銭を釣銭準備金として補給する必要がある。従来のこの釣銭の補給は、別に計数機
が存在し、この計数機で各金種別の硬貨の枚数を計数後に補給していた。つまり、各金種
別の硬貨を入れた各硬貨補給カセット１２ａをセットし、各硬貨補給カセット１２ａから
各硬貨収納部７ａに補給するようになっている。また売上金を回収するとき、全ての現金
を回収し（硬貨は各硬貨金庫１１ａに回収し）、補給した釣銭準備金を差し引いた金額を
売上金として計算していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、上記従来例のように釣銭準備金を補給するシステムの場合、別途計数機で計
数した結果、各金種別に夫々何枚あったのか、人間がメモ等で控える必要があった。従っ
て釣銭準備金額の決定には不確定要素（釣銭準備金の金種別枚数の記入ミスや、自動券売
機等への運搬、補給ミス等）が多く存在し、自動券売機等の内部メモリ上に記憶される純
売上データ（以下販売実績データという）と現金回収金額に不整合が発生することがある
という問題がある。つまり、釣銭準備金額を自動券売機等が認識できない現状では、人間
が釣銭準備金の補給額をメモし、これを純売上金額の算出に用いていたために、人為的な
ミスによる不整合が発生しやすいという問題があった。
【０００６】
　また自動券売機等への釣銭準備金の補給は、別途計数機で計数後、各金種別の専用のカ
セットに入れてから自動券売機等に補給しているため、誤った金種の現金をカセットに入
れてしまうと、自動券売機等の各金種別の現金収納部には異金種の釣銭が貯留されること
となり、正しい釣銭を利用客に放出することができなくなるという問題がある。また上記
カセットは金種別専用に複数種用意する必要があり、多くのカセットを必要とするという
問題がある。
【０００７】
　本発明は叙述の点に鑑みてなされたものであって、釣銭準備金の補給の人為的なミスが
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なくなって現金回収金額に不整合が発生するおそれがなく、しかも誤った釣銭を放出する
おそれがないと共に釣銭補給用のカセットを少なくできる自動販売機の現金処理システム
を提供することを課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため本発明の自動販売機の現金処理システムは、利用客が現金とし
ての硬貨を投入する硬貨投入口１ａと、硬貨投入口１ａから投入した現金を鑑別したり現
金の金額を計数したりする硬貨鑑別計数部２ａと、硬貨鑑別計数部２ａで計数した現金を
金種別に収納する複数の硬貨収納部７ａと、硬貨収納部７ａから所定の釣銭をカウントし
て取り出す釣銭取り出し手段と、釣銭取り出し手段で取り出された釣銭が放出される硬貨
放出口２３ａと、売上金を回収するとき硬貨収納部７ａに収納した現金を収集する収集部
１１とを具備する自動販売機の現金処理システムにおいて、硬貨投入口１ａとは別に任意
の金種の硬貨を釣銭準備金として補給する釣銭補給部１２を設けると共にエラー準備金回
収皿２６を具備し、硬貨投入口１ａからの入金時には、硬貨鑑別計数部２ａで不良と判別
された硬貨が硬貨放出口２３ａから放出されるようにし、釣銭準備金補給時には、硬貨投
入口１ａから硬貨を投入できないようにすると共に釣銭補給部１２から補給された釣銭準
備金が上記硬貨鑑別計数部２ａにて計数されるようにし、且つ硬貨鑑別計数部２ａで不良
と判別された硬貨がエラー準備金回収皿２６に回収されるようにしたことを特徴とする。
釣銭準備金を釣銭補給部１２から補給したとき、釣銭補給部１２から補給した釣銭を硬貨
鑑別計数部２ａで計数して認識することができ、任意の金種、任意の枚数の現金を釣銭準
備金として補給しても、釣銭準備金額を認識できると共に各金種の現金を硬貨収納部７ａ
に選別して収納できる。このため、従来のようなメモ等が不要になり、結果、人為的なミ
スが抑制され、販売実績データと現金回収金額とに差違が発生しなく、人為的なミスによ
る不整合が発生しにくくなる。また１つの釣銭補給部１２に様々な金種を入れて補給して
も各金種毎の硬貨収納部７ａに自動的に振り分けて収納できるために釣銭準備金の補給の
ミスがなくなり、正しい釣銭を利用客に供給できる。また釣銭補給部１２をカセット式に
した場合、釣銭補給用のカセットは１つでよくてカセットの数を大幅に削減できる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明の対象となる自動販売機は、自動券売機、自動精算機、自動商品販売機等である
が、本実施の形態の例の場合、鉄道やバスの駅等に設置される切符用の自動券売機の例に
より説明する。
【００１０】
　切符用の自動券売機は、図３に示すようなブロック図のように利用客が操作する旅客操
作盤１５、商品発売装置１６、紙幣処理装置１７、硬貨処理装置１８、内部ＣＰＵ１９、
内部メモリ２０等で主体が構成されており、各部が商品や現金の搬送経路（二重線で繋い
だ部分）や通信線（波線で繋いだ部分）にて図のように繋がっている。
【００１１】
　旅客操作盤１５には商品選択釦２１、商品取り出し口２２、現金投入口１、現金放出口
２３が設けられている。商品選択釦２１は切符の場合、乗車区間に応じた金額釦等である
。商品取り出し口２２は切符を取り出す部分である。現金投入口１としては硬貨を投入す
る硬貨投入口１ａと紙幣を投入する紙幣投入口１ｂとがある。現金放出口２３は釣銭等を
放出する部分で、現金放出口２３には硬貨放出口２３ａと紙幣放出口２３ｂとがある。商
品発売装置１６は切符の場合は、印刷をしたり、磁気データを書き込んだりする部分であ
る。紙幣処理装置１７は現金のうち紙幣を処理するものであり、硬貨処理装置１８は現金
のうち硬貨を処理するものである。内部ＣＰＵ１９は旅客操作盤１５、商品発売装置１６
、紙幣処理装置１７、硬貨処理装置１８等からの情報が入力されたり、これによって旅客
操作盤１５、商品発売装置１６、紙幣処理装置１７、硬貨処理装置１８等を制御したりす
るものである。内部メモリ２０は商品販売実績データ等を記憶しておくものである。
【００１２】
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　本発明の現金処理システムとしての硬貨処理装置１８は図１に示すように構成されてい
る。この硬貨処理装置１８は、釣銭準備金を補給する部分以外は上記従来例で述べたもの
と基本的に同じである。利用客が現金投入口１としての硬貨投入口１ａから硬貨を投入す
るようになっており、硬貨投入口１ａから投入した硬貨が鑑別計数部２としての硬貨鑑別
計数部２ａに送られて硬貨が鑑別されると共に投入した金額が計数されるようになってい
る。硬貨投入口１ａは複数枚の硬貨が一括投入できるようになっている。硬貨鑑別計数部
２ａは硬貨を貯留する繰り出しホッパー３と硬貨を送り出すディスク４と金種を判別する
電子検銭部５とで構成されており、硬貨鑑別計数部２ａで硬貨投入口１ａから投入された
硬貨の金額を認識したり、硬貨の正誤を判定したりできるようになっている。硬貨鑑別計
数部２ａで不良と判別された硬貨はディストリビュータ２４、放出経路９ａを経て現金放
出口２３としての硬貨放出口２３ａに放出されて除去されるようになっている。
【００１３】
　硬貨鑑別計数部２ａで金額が計数されると共に不良硬貨が除去された硬貨は金種別に選
別部６で選別され、現金収納部７としての硬貨収納部７ａに送られ、硬貨を金種別に収納
する各硬貨収納部７ａに収納されるようになっている。選別部６は硬貨を外径により選別
して５０円硬貨、１００円硬貨、１０円硬貨、５００円硬貨と振り分けるダイヤセレクタ
ーと称されるものである。硬貨収納部７ａは５０円硬貨収納部７ａ1、１００円硬貨収納
部７ａ２、１０円硬貨収納部７ａ３、５００円硬貨収納部７ａ4等で構成されている。ま
た各硬貨収納部７ａには硬貨をカウントして送り出すディスク８を配置してある。釣銭は
ディスク８でカウントして各硬貨収納部７ａから取り出され、コンベアべルト１０にて放
出経路９ｂを経て硬貨放出口２３ａに放出されるようになっている。また係員取り出し口
３２は異常時等に係員が釣銭を取り出したりする部分である。
【００１４】
　また売上金を回収するときは各硬貨収納部７ａのディスク８が駆動されてディストリビ
ュータ１３を介して現金の収集部１１としての硬貨金庫１１ａに収集されるようになって
いる。この硬貨金庫１１ａは金種毎に硬貨を回収するものであり、夫々別体の５０円硬貨
金庫１１ａ1、１００円硬貨金庫１１ａ2、１０円硬貨金庫１１ａ3、５００円硬貨金庫１
１ａ4がある。この硬貨金庫１１ａは売上金を回収するとき取り出されるようになってい
る。
【００１５】
　また釣銭金額を確保するために釣銭を釣銭準備金として硬貨を補給する必要があるが、
この釣銭を補給するために釣銭補給部１２を設けてある。本発明の場合、釣銭補給部１２
から現金鑑別計数部２としての硬貨鑑別計数部２ａに釣銭を補給できるようになっている
。釣銭補給部１２はカセット式であり、本例の場合、１つの硬貨補給カセット１２ａから
硬貨が補給されるようになっている。この硬貨補給カセット１２ａは着脱自在に装着して
あり、硬貨補給カセット１２ａから開閉自在なシャッター２５を介して硬貨鑑別計数部２
ａに釣銭準備金としての釣銭を供給することができるようになっている。この硬貨補給カ
セット１２ａには任意の金種の硬貨を任意の枚数入れてある（１つのカセットに様々な金
種を混ぜて入れてある）ものであり、この硬貨補給カセット１２ａから任意の金額の釣銭
準備金が投入されるようになっている。釣銭を補給するために硬貨補給カセット１２ａを
セットし、シャッター２５を開くと、硬貨鑑別計数部２ａに硬貨が供給され、硬貨鑑別計
数部２ａで硬貨補給カセット１２ａから投入された釣銭準備金の硬貨の金額を認識したり
、硬貨の正誤を判定したりできるようになっている。釣銭準備金として硬貨を硬貨補給カ
セット１２ａから供給するときは硬貨投入口１ａから利用客が硬貨を投入できないように
なっている。この釣銭準備金としての釣銭を投入するとき硬貨鑑別計数部２ａの電子検銭
部５で不良と判別された硬貨はディストリビュータ２４を経てエラー準備金回収皿２６に
回収されるようになっている。上記のように釣銭準備金としての硬貨が補給されるが、こ
のとき補給した釣銭準備金の金額が内部メモリ２０等に記録される。このとき、金種や枚
数も記録されてもよい。硬貨鑑別計数部２ａで計数された釣銭準備金としての硬貨は金種
毎に硬貨収納部７ａに貯留される。
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【００１６】
　また本発明の現金処理システムとしての紙幣処理装置１７は図２に示すように構成され
ている。かかる紙幣処理装置１７は硬貨の代わりに紙幣を取り扱うものであり、基本的な
構造は硬貨処理装置１８と同じである。利用客が現金投入口１としての紙幣投入口１ｂか
ら紙幣を投入するようになっており、紙幣投入口１ｂから投入した紙幣が鑑別計数部２と
しての紙幣鑑別計数部２ｂに送られて紙幣が鑑別されると共に投入した金額が計数される
ようになっている。紙幣投入口１ｂには紙幣が１枚づつ投入できるようになっている。鑑
別計数部２としての紙幣鑑別計数部２ｂは紙幣鑑別部２７と紙幣の通過検知センサー２８
とで構成されている。紙幣鑑別部２７は紙幣の金種を鑑別すると共に紙幣の正誤を検査す
るようになっている。紙幣鑑別部２７で不良と判定された紙幣は紙幣投入口１ｂに戻され
るようになっている。
【００１７】
　紙幣鑑別計数部２ｂを通過した紙幣は現金収納部７としての紙幣収納部７ｂに送られ、
紙幣を金種別に収納する各紙幣収納部７ｂに収納されるようになっている。紙幣収納部７
ｂには１０００円紙幣収納部７ｂ1、２０００円紙幣収納部７ｂ2、５０００円紙幣収納部
７ｂ3、１００００円紙幣収納部７ｂ4等がある。上記紙幣の通過検知センサー２８は１０
００円紙幣収納部７ｂ1、２０００円紙幣収納部７ｂ2、５０００円紙幣収納部７ｂ3、１
００００円紙幣収納部７ｂ4に対応するように設けてあり、１０００円紙幣の通過を検知
する１０００円通過検知センサー２８ａ、２０００円紙幣の通過を検知する２０００円通
過検知センサー２８ｂ、５０００円紙幣の通過を検知する５０００円通過検知センサー２
８ｃ、１００００円紙幣の通過を検知する１００００円通過検知センサー２８ｄを設けて
ある。また釣銭は紙幣収納部７ｂから適宜取り出して紙幣放出口２３ｂから放出できるよ
うになっている。紙幣放出口２３ｂの近傍には紙幣を整列させる整列部を設けてあり、紙
幣を整列部で整列させて放出できるようになっている。また売上金を回収するするときは
各紙幣収納部７ｂから紙幣が送り出され、現金の収集部１１としての紙幣金庫１１ｂに収
集されるようになっている。
【００１８】
　また釣銭金額を確保するために釣銭準備金として低額の紙幣を補給する必要があるが、
この釣銭を補給するために釣銭補給部１２を設けてある。本発明の場合、釣銭補給部１２
から鑑別計数部２としての紙幣鑑別計数部２ｂに釣銭を補給できるようになっている。釣
銭補給部１２はカセット式であり、本例の場合、１つの紙幣補給カセット１２ｂから低額
の紙幣が補給されるようになっている。この紙幣補給カセット１２ｂは着脱自在に装着し
てあり、紙幣補給カセット１２ｂから紙幣鑑別計数部２ｂに釣銭準備金として低額の紙幣
の釣銭を供給することができるようになっている。この紙幣補給カセット１２ｂには主に
１０００円のような低額の紙幣が入れてあり（１０００円以外の紙幣を入れてある場合も
ある）、この紙幣補給カセット１２ｂから任意の金額の釣銭準備金の紙幣が投入されるよ
うになっている。釣銭を補給するために紙幣補給カセット１２ｂをセットすると、紙幣鑑
別計数部２ｂに紙幣が供給され、紙幣鑑別計数部２ｂで紙幣補給カセット１２ｂから投入
された釣銭準備金の紙幣の金額を認識したり、紙幣の正誤を判定したりできるようになっ
ている。釣銭準備金として紙幣を紙幣補給カセット１２ｂから供給するときは紙幣投入口
１ｂから利用客が紙幣を投入できないようになっている。この釣銭準備金としての釣銭を
投入するき紙幣鑑別計数部２ｂで不良と判別された紙幣はリジェクト紙幣回収部３０に回
収されるようになっている。上記のように釣銭準備金としての紙幣が補給されるが、この
とき補給した釣銭準備金の金額が内部メモリ２０等に記録される。このとき、金種や枚数
も記録されてもよい。紙幣鑑別計数部２ｂで計数された釣銭準備金としての紙幣は金種毎
に紙幣収納部７ｂに貯留される。
【００１９】
　自動券売機で所定期間毎に（切符の自動券売機の場合、例えば１日毎に）売上金を回収
したりするが、この場合、硬貨収納部７ａの硬貨を全て硬貨金庫１１ａに搬送すると共に
紙幣収納部７ｂの紙幣を全て紙幣金庫１１ｂに搬送し、硬貨金庫１１ａ及び紙幣金庫１１



(6) JP 4728471 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

ｂの硬貨及び紙幣の現金を取り出して計数し、この取り出した現金の金額から釣銭準備金
の金額を差し引いた金額を純売上金とし、内部メモリ２０に記憶されている純売上データ
と比較し、整合しているかを調べる。
【００２０】
　ところで本発明の硬貨処理装置１８や紙幣処理装置１７では、釣銭準備金を硬貨補給カ
セット１２ａや紙幣補給カセット１２ｂから補給したとき、補給した釣銭を硬貨鑑別計数
部２ａや紙幣鑑別計数部２ｂで計数して認識することができ、任意の金種、任意の枚数の
現金を釣銭準備金として補給しても、釣銭準備金額を認識できると共に各金種の現金を硬
貨収納部７ａや紙幣収納部７ｂに選別して収納できる。このため、従来のようなメモ等が
不要になり、結果、人為的なミスが抑制され、販売実績データと現金回収金額とに差違が
発生しなく、人為的なミスによる不整合が発生しにくくなる。また１つの硬貨補給カセッ
ト１２ａや紙幣補給カセット１２ｂに様々な金種を入れて補給しても各金種毎の硬貨収納
部７ａや紙幣収納部７ｂに自動的に振り分けて収納できるために釣銭準備金の補給のミス
がなくなり、正しい釣銭を利用客に供給できる。
【００２１】
　上記のような硬貨処理装置１８や紙幣処理装置１７を用いた自動券売機や自動精算機を
使用すると、駅運用コストの削減、現金管理コストの削減、駅係員の労力低減等を図るこ
とができる。
【００２２】
　なお、上記実施形態の例では駅の自動券売機の例について述べたが、遊園地、映画館等
の自動券売機でも同様に実施でき、また駅の自動精算機、清涼飲料、酒類、たばこ等の自
動商品販売機でも同様に実施できる。
【００２３】
【発明の効果】
　本発明は利用客が現金としての硬貨を投入する硬貨投入口と、硬貨投入口から投入した
現金を鑑別したり現金の金額を計数したりする硬貨鑑別計数部と、硬貨鑑別計数部で計数
した現金を金種別に収納する複数の硬貨収納部と、硬貨収納部から所定の釣銭をカウント
して取り出す釣銭取り出し手段と、釣銭取り出し手段で取り出された釣銭が放出される硬
貨放出口と、売上金を回収するとき硬貨収納部に収納した現金を収集する収集部とを具備
する自動販売機の現金処理システムにおいて、硬貨投入口とは別に任意の金種の硬貨を釣
銭準備金として補給する釣銭補給部を設けると共にエラー準備金回収皿を具備し、硬貨投
入口からの入金時には、硬貨鑑別計数部で不良と判別された硬貨が硬貨放出口から放出さ
れるようにし、釣銭準備金補給時には、硬貨投入口から硬貨を投入できないようにすると
共に釣銭補給部から補給された釣銭準備金が上記硬貨鑑別計数部にて計数されるようにし
、且つ硬貨鑑別計数部で不良と判別された硬貨がエラー準備金回収皿に回収されるように
したので、釣銭準備金を釣銭補給部から補給したとき、釣銭補給部から補給した釣銭を硬
貨鑑別計数部で計数して認識することができ、任意の金種、任意の枚数の現金を釣銭準備
金として補給しても、釣銭準備金額を認識できると共に各金種の現金を硬貨収納部に選別
して収納できるものであって、従来のようなメモ等が不要になり、結果、人為的なミスが
抑制され、販売実績データと現金回収金額とに差違が発生しなく、人為的なミスによる不
整合が発生しにくくなるものであり、また１つの釣銭補給部に様々な金種を入れて補給し
ても各金種毎に硬貨収納部に自動的に振り分けて収納できるために釣銭準備金の補給のミ
スがなくなり、正しい釣銭を利用客に供給できるものであり、また釣銭補給部をカセット
式にした場合、釣銭補給用のカセットは１つでよくてカセットの数を大幅に削減できるも
のである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態の一例の自動券売機の硬貨処理装置の構造を説明する説明
図である。
【図２】　同上の自動券売機の紙幣処理装置の構造を説明する説明図である。
【図３】　同上の自動券売機のブロック図である。
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【図４】　従来の硬貨処理装置の説明図である。
【符号の説明】
　１　現金投入口
　２　鑑別計数部
　７　現金収納部
　１１　収集部
　１２　釣銭補給部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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